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1 中心市街地活性化基本計画(第2期)について

( 1).目的

急速な少子高齢化の進展、社会経済情勢の変化に対応するため、中心市街地で実施す

る各種事業について、国から重点的に支援を受け、都市機能の増進及び経済活力の向上

を総合的かつ一体的に推進する。

(2)重点支援

区分

財政的

支援

・暮らしにぎわい再生事業(公共公益施設等の整備に係る補助)

・中心市街地活性化ソフト事業(ソフト事業に係る交付税措置)

・中心市街地再活性化特別対策事業(施設整備に係る起債及ぴ交付税措置)

金融支援

法的支援

(3)経緯

これまで中心市街地活性化基本計画(第1期)(平成27年4月~令和2年3月)に

取り組んできたが、交流拠点施設整備事業など完成しない事業がある二とや、人口の社

会減の深刻化など都市の課題が新たに顕在化してきたことから、引き続き、国からの支

援を受けるため、第2期計画(令和2年4月~令和7年3月)を策定し、内閣総理大臣

より令和2年3月30日付けで認定を受けた。

民問中心市街地商業活性化事業計画の経済産業大臣認定、企業活力強

化貸付(民間事業者の事業へ繍日本政策金融公庫による低利融資)
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・大規模小売店舗立地法の特例(大型小売店舗新設、変更の届出緩和)

支援措置の例
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(4)計画概要

ア方向性

期間:令和2年4月~令和7年3月(5年間)

第2期計画区域:約325ha(第1期の区域に幸町エリアと山手エリアを追加(別図参
照))

方向性

「人口の社会減が深刻化するまち」から「選ぱれるまち」ヘ

長崎市をけん引する中心市街地において、交流人口の拡大に加え、転出超過の抑

制への取り組みを進め、「選ぱれるまち」を目指す。

方針①

雇用境の充実

旦握

雇用の場の」出

目標指標

中心市街地の新規雇用者数

主

企業立地推進事業

新大工町地区市街地再開発事業

交流拠点施設整備事業

若年者雇用促進事業

長崎スタジアムシティ整備事業

メージ

方針②

交流の産業化の推進

旦握

交流の産業化による消

中心市街地の年間延べ宿泊客数

主

回回回
⑪

交流拠点施設整備事業

文化財保存整備事業

環長崎港夜間観整備事業

長崎スタジアムシティ整備事業

方針③

らしやすさを実感で
きるまちづくりの推進

旦握

市民生活の利便性向上

目標指標

1日当たりの歩行者通行
(9 地点)

定住

の拡大

.

イ目標指

目標

雇用のの 1出

交流の産業化
による消の拡大

市民生活の
利便性向上

.

定住

側一

主

及び目値の設定

目標指標

中心市街地の新規雇用者数(人)

中心市街地の年間延べ宿泊客数
(人/年)

1日当たりの歩行者通行
(人/日)

長崎駅周辺土地区画整理事業等

新大工町地区市街地再開発事業

新市庁舎建設事業

新文化施設整備事業

皈称)こどもセンター整備事業

メージ

文イ謝

消費

交流

行政サーピス

イペント

基準値

893 (H26~3の

立化交登

＼、子育衣挨

定住

1,699,434 (H30)

平日:61,997 (RI)
休日:60,896(RI)
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目標値

1,300 (R2~6)

1,997,000 (R6)

平日:65,300 (R6)

休日:64,000 (R6)

ージ
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(ア)中心市街地の新規雇用者数
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H27 H28 H29 H30 IU

(イ)中心市街地の年間延べ宿泊客数

+893

(人)
2.000、000

【設定理由】

転出超過の要因として「希望する仕事がな

い」というアンケート結果から、今後5年間

で生み出される新規雇用者数を目値として

設定するもの。

【定方法】

企業立地推進事業による新規雇用者數の見

込み値に、新大工町地区市街地再開発事業等

により想定される増加分を加える。

1,600.000

1 200.000

1.760.451

1,638,214

1,489,422

■●

800,000

(実績)

.....畢

IU

400.000

R5 Rb

,622.934

交流拠点施設整備事
文化財保存整事業

0

(ウ)中心市街地の1日当りの歩行者通行

80000(人)

66217
70000

62、136 00'896
59.071

57,217
60000 ........

57.053
50000

H26H27H28H29H30 IU 1て2 R3 R4 R5 RO

1 997 000

゛12 000

【設定理由】

経済の活性化を図るための、市の重点的取

組は交流の産業化の推進であることから、

より消単価の高い宿泊客数を目値として

設定するもの。

【定方法】

近年の宿泊客数の実から推計したトレン

ド値に、交流拠点施設整事業や文化財保存

整備事業により想定される増加分を加える。

99,000 人
30,000 人

(休日)※平日も同様に

【設定理由】

生活利便施設や余暇施設の充実により、64,000

+ 00 それらの施設を周遊する市民が増加すると

考えられるため、歩行者通行を目標値と

して設定するもの

【定方法】

近年の歩行者通行の実績から推計した

トレンド値に、長崎駅周辺土地区画整理事

業、新大工町地区市街地再開発整備事業等

により想定される増加分を加える。

40000

H26 H27 H28 H29 1130 RI IU

30,000

20.000

10,000

1,100 人
300 人
100 人

長周辺土地区画整理'等
新大工町地区市街地再開発整
新市庁舎建設業
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ウ掲載事業

第2期計画においては、全部で79事業を掲載している。

市街地整備改善

都市福利施設整備

区分

居住環境向上

経済活力向上

公共交通利便性向上

事業数

合計

合計(再掲出除く)

39 長崎駅周辺土地区画整理事業、長崎スタジアムシティ整備事業

2

交流拠点施設整備事業、新市庁舎建設事業

31

新大工町地区市街地再開発事業、浜町地区・市街地再開発事業

9

環長崎港夜間景観整備事業、商店街賑わい整備事業

88

運行情報サイトジシス私導入事業、低床路面電車の導入事業

79

事業例

、
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長崎市中心市街地活性化基本計画(第2期)

【迫】

幸町エリア

区域図

【別図】

・畿

長崎駅

、

長崎歴史文化博物館

市役所

出島

グラバー

崇福寺

第2期区城約325ha

【追加】

山手エリア

・・・黄色着色部は第1期計画から追加した囲を示す
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